
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまんなか便り  
 開館：水・金・土 

10時～16時 

寒くて忙しい季節がやってき

ましたね💦たまにはゆっくり

一緒にご飯タイムはいかがで

すか？？先月は飛び入りの

移住希望者さんが交流を 

楽しんでくれました♪ご対応 

(田山の郵便局のお隣り

田山上フケ 10－4  ☎ ０７４３-９４-０６６６ 
murapura163@gmail.com ✉ 

 
発行元：南山城村役場 産業観光課 

発行日：令和７年１２月１日 

やまんなか ランチ会 

 

【日 時】 R７年１２月１７日（水） 

【時 間】 １２時３０分～ 

【参 加】 ７00円程度  

※未就学児以下無料 

【申 込】 要予約（１２/１５〆切） 

お電話またはメール、スタッフまで 

↑過去のメニュー 

 

やりたい手仕事を持参して、

各自の作業を楽しみましょう

♪編み物が楽しい季節がやっ

てきましたね！寄付して頂い

た毛糸もまだありますので、

見にいらしてくださいね♡ 

手づくりを楽しみたい 

ちくちく手しごとの会 
  

【日時】R７年１２月１２日（金） 

【時間】１４時～ 

【参加】無料（出入自由）       

 ワイワイ情報交換 

種の会 
 

今年はどんな種・畑暮らしで

したか？？来年はどんな１年

にしましょうか？ 

また新しい季節が巡ってくる

のが楽しみですね！！新年に

向けて準備をしましょう♬ 

【日時】R７年１２月１７日（水） 

【時間】１４時～１５時３０分 

【参加】無料（出入自由） 

くださった皆さん、ありがとうございます！今年最後の 

ランチ会、ご参加お待ちしています！ 

 

 

空き家 
無料相談会 
同時開催！ 

 ＜来月のイベント＞ 

 ●1/７（水） 13時～ 

本をよむよむかたる会 

 

 

【日時】R７年１２月２４日（水） 

【時間】１４時～ 

【参加】無料（出入自由） 

南山城村から発信！ 

ZINE（ジン）の会 
 

約２年前から作り始めた紙冊

子「むらじん」は２０冊を超え

ました！今年最後の ZINE

の会では、今までの振り 

返りと最新号作りを 

予定しています★ 

(年末年始 12/2７～1/６は休館、新年 1/７（水）より開館) 

 

●1/１４（水） １０時３０分～ 

粥占い（高尾・春日神社） 

お家の未来につ

いて一緒にお話

ししましょう♪ 

毎月ランチ会後

に開催予定。 

 

＼新企画スタート／ 

【お家の相談会】 
ぜひ年末年

始のご家族

の 話 題 に

も！ 

原稿サイズ

は A5 



野殿地区に子どもが 10人！若い移住者のたくましい暮らし  

                              移住交流推進員   野﨑弘之 

皆さま、もうすでにご存知だと思いますが、野殿地区に移住者

の子どもが 10人います。以前ご紹介したことがある磯島さんと

西島さんがそれぞれ 3 人と 5 人で、当時はこれでも結構な話題

になったものです。そして、さらに 2 人の子どもを連れてきた

3 組目の子育て世代移住者が矢入さんご家族です。矢入大暉さ

ん・沙紀さんご夫妻は、以前オーストラリアで 4 年ほど暮らし

ていたのですが、子育ての事をじっくり考えて日本で暮らすこ

とを決意。大暉さんが季節労働でお茶の仕事に関わるようにな

って、田山地区の移住者である尾﨑史

明さんと知り合い、南山城村との縁が

生まれたというのが移住のキッカケ

となりました。野殿に移り住んで 1 年以上になるので、久しぶりにその

暮らしを拝見しようとお伺いしたところ、ちょうど沙紀さんが鹿肉を処

理しているところで少々驚いてしまいました。そもそもワイルドな暮ら

しを求めて移住してきた 2 人だったので、

まぁこんな光景は日常ですね。茅葺トタン

の母屋では当然のように薪ストーブが鎮座

しており、敷地の至るところに大量の薪が

ストックされています。ニワトリも 10羽ほど飼っているのですが、

このニワトリ小屋ももちろん自作です。処理していた鹿肉をニワトリ

に食べさせると卵をよく産んでくれるという話を聞いて、ふと「同世

代の現代人がこの暮らしを見たら衝撃を受けるだろうな～」なんて考

えてしまいました(笑)。そんな原

始的な暮らしをしている中、ちゃ

んと現代の技術を活用している

のに感心させられたのが「真空管給湯器」を導入している事で

した。メディアでその存在は知ってはいたのですが、こんなに

間近で見るのは初めてだったので思わずお風呂の屋根に登っ

て写真を撮らせていただきました。この給湯器のおかげで、ほ

とんどガスを

使わなくて済むとの事で、これには魅力を感じま

したね。昔ながらの暮らしをしていながらも、ち

ゃっかり近代的なモノも融合させるという「新し

い田舎暮らし」の実践とでも言いましょうか、「暮

らし自体を楽しんでいる」というように見えまし

た。一般的には暮らしが厳しいと思われる野殿地

区で、新しい価値観と感覚を持って移り住んでき

た若い世代の移住者の暮らしを覗いてみて、その

たくましさに胸が熱くなる思いでした。 


